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DISPERBYK-2150 TF

DISPERBYK-2150 TF
幅広い相溶性を持つ溶剤型塗料および樹脂ありピグメントコンセントレート用湿潤分散剤
熱可塑性アクリル(TPA)および硝酸セルロースに最適

製品データ

組成
変性ポリウレタンの溶液

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.02 g/ml
溶剤: メトキシプロピルアセテート
不揮発分 (10分, 150 °C): 52 %
アミン価: 57 mg KOH/g
引火点: 40 °C

貯蔵および輸送
濁りや分離を生じることがあります。 ご使用前に30-60℃まで温め、十分に撹拌して下さい。

特記事項
DISPERBYK-2150 TFは、DISPERBYK-2150のスズフリー・バージョンです。 

白色焼付けエナメル塗料にご使用になる前に、 DISPERBYK-2150 TFによる黄変性の影響をご確認下さ
い。黄変する場合は、酸化チタンの分散安定化にDISPERBYK-180をお勧めします。

適用分野

塗料

特長
本添加剤は立体安定化により顔料を脱凝集させます。あわせて、顔料粒子に同一の電荷を付与します。
その結果生じる静電気的反発力と立体障害安定化により共凝集を防止し、顔料ブレンドにおける色浮き、色
分かれを防ぎます。脱凝集した顔料は粒径が小さいので、光沢および着色力が向上します。
さらに透明顔料の透明性が向上し、不透明顔料の隠蔽力が向上します。
粘度が低下するので、レベリング性も向上し、顔料の配合量を高めることが可能になります。
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The information herein is based on our present knowledge and experience. The information merely describes the properties of our products but 
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DISPERBYK-2150 TF

推奨用途
DISPERBYK-2150 TFは、あらゆる標準的な溶剤型塗料バインダー、特に熱可塑性アクリル(TPA)および硝
酸セルロースとの相溶性に優れています。本添加剤は、樹脂ありピグメントコンセントレートの製造に最適で
す。ミルベース粘度を大幅に低下させるので、ピグメントコンセントレートの顔料濃度を高めることができま
す。溶剤型塗料への直接の顔料分散も可能です。 

推奨添加量
顔料に対して添加剤として:

無機顔料: 10-15 %
酸化チタン: 3-5 %
有機顔料： 30-60 %
カーボンブラック： 60-140 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
最適性能を得るためには、本添加剤をミルベースに添加してから顔料を加えて下さい。
ミルベースの樹脂および溶剤を予備混合してから、本添加剤を撹拌しながらゆっくりと加えて下さい。
本添加剤が均一に分散されてから顔料を加えて下さい。
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